
( ) ( )10,6, =AAA τσ

( ) ( )4,366, −+=BBB τσ

( ) ( )6,346, −−=CCC τσ

σ

τ

r
( )0,a

maxτ

minτ
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問 3

( ) ( )0,15.70,
3

93.039.1660,
3

0, =





 −+=






 ++= CBAa σσσ

問2の応力状態に関するモールの円は中心座標 (a,0)、半径rとすると上図のように示すこと
ができる。
ここで⊿ABCは正三角形であるから、モールの円の中心座標 (a,0)は⊿ABCの重心である。
よって中心座標 (a,0)は

モールの円の半径 rは中心座標 (a,0)から点Aまでの距離であるから

( ) ( ) ( ) ( ) 07.10100615.70 2222 =−+−=−+−= AAar τσ

( )2
max /07.10 mmNr ==τ

よって最大せん断応力度τmax は

o120o120



( ) 222 ra =+− τσ

問 3別解

( ) ( ) ( )4,366,, −+== BB τστσ

( ) ( ) ( )10,6,, == AA τστσ
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( )

22

222

222

13612
106

raa
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=+− τσ

( )
15.7

3
1832

3721603121213612 22
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++⋅−
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
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r

r

r

aar

( ) ( )10,6, =AAA τσ

( ) ( )4,366, −+=BBB τσ
( ) ( )6,346, −−=CCC τσ

σ

τ

r

( )0,a

maxτ

minτ

( )2
max /07.10 mmNr ==τ

問2の応力状態に関するモールの円の式は中心座標(a,0)、半径rとすると上図のように示す
ことができる。

(1)

(1)に を代入して

(2)
また、(1)に を代入して

(3)

(2)を(3)に代入

(2)に代入して

よってモールの円より最大せん断応力度τmaxは


